
                                        

 

 

【報道関係者各位】        2013年10月8日 

英会話のGaba 「中高生の日常生活と勉強に関する調査」 
～中高生のコミュニケーション事情や勉強の悩みは！？～ 

 
最近では、厚生労働省から中高生のインターネット依存に関する調査の結果が発表されたり、中高生のLINE利用や

LINEいじめについてのニュースをよく目にしたりするようになりましたが、中高生のコミュニケーション事情や本分である

勉強の事情はどのようになっているのでしょうか。英会話のGabaでは、中高生の日常や勉強観を探るため、全国の中高 

生に対し、「中高生の日常生活と勉強に関する調査」を実施いたしました。 
 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

《調査概要》 

・調査期間：2013年9月4日～9月9日の6日間 

・調査対象者：全国の中高生男女 

・回答数：合計1,000名＜有効回答から各性・学年（※）の比率が均等になるように抽出＞ 

 ※学年は、中学生/高校1年生/高校2年生/高校3年生の4区分とした｡ （調査協力会社：ネットエイジア株式会社） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

《中高生の日常生活》 
～～中高生が日頃の生活で大切にしていること～～ 

中高生が最も大切にしていること 1位「友だち」32.1%、「家族」を上回る 

最も大切にしていることに男女差 男子では「友だち」、女子では「自分一人の時間」がトップ 
 

～～中高生のモバイル端末所有状況～～ 

ケータイ所有の中高生 4人に 3人がスマートフォンを所有、所有率最多は高校 1年生で 86.8% 
 

～～中高生のコミュニケーション方法～～ 

母親とコミュニケーションをとっている中高生の 4人に 1人が母親と「LINE」 

友だちとのコミュニケーション方法 「LINE」が「ケータイ・スマホの通話・メール」を上回る 
 

～～中高生のコミュニケーション時間～～ 

中高生の両親との 1日のコミュニケーション平均時間 父親とは 39分、母親とは 1時間 31分 

恋愛重視タイプの中高生は周囲とのコミュニケーションが活発 
 

 

 

《中高生の勉強事情》 
～～中高生の教科観～～ 

中高生の好きな教科 1位「体育」、2位「音楽」、3位「理科」 

中高生にとって英語は“社会に出てから役に立つと思う教科” 
 

～～中高生の語学関連の考え・気持ち～～ 

“小学校の教科に“英語”があって欲しかった” 中高生の 57.1%が同意 

“社内公用語は怖くない”4人に 1人 
 

～～中高生の勉強の悩み～～ 

中高生の 9割が日頃の勉強に悩みあり 

勉強における悩み 1位“やる気が出ない”が 8割、“勉強についていけない”は 4人に 1人 

本リリース内容の転載にあたりましては、 

「英会話のGaba調べ」と記載頂けますよう、お願い申し上げます。 

 



                                        

 

 

 
《中高生の日常生活》 

～～中高生が日頃の生活で大切にしていること～～ 

◆ 中高生が最も大切にしていること 1位「友だち」32.1%、「家族」を上回る 

◆ 最も大切にしていることに男女差 男子では「友だち」、女子では「自分一人の時間」がトップ 

中高生は、日常生活において何を大切にしているのでしょうか。 

全国の中高生 1,000 名（全回答者）に、日頃の生活で最も大切にしていることを聞いたところ、最も多かったのは「友だ

ち」で 32.1%と 3人に 1人の割合となり、「家族」27.2%、「自分一人の時間」25.9%が次いで多くなりました。 

男女学年別にみると、男子では、学年が進むにつれ「友だち」を最も大切とする割合が高まる傾向がみられ、中学生

27.2%、高校 1 年生 37.6%、高校 2 年生 36.0%、高校 3 年生 43.2%となりました。それとは逆に、学年が進むにつれ回答率

が低くなったのは「家族」で、中学生 36.0%、高校 1年生 28.0%、高校 2年生 22.4%、高校 3年生 18.4%と、高校 3年生では

中学生の半分程度の割合でした。一方、女子で特徴的だったのは、「自分一人の時間」を最も大切にしている割合が男

性より高いことで、高校 1年生では 39.2%、高校 2年生では 32.8%と、いずれも「家族」や「友だち」よりも高くなりました。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

中高生の 3人に 1人が日頃の生活で最も大切にしていることを「友達」としました。特に、男子では、学年が上がるにつ

れ最も大切にしていることが「家族」から「友だち」に移っている様子が窺えました。一方、女子では、中学生でそれぞれ

1/3を占めていた「家族」と「友だち」が高校 1年生では一旦大きく減少、代わりに「自分一人の時間」が最も大きな割合を

占めるようになるものの、学年が進むにつれ、「家族」、「友だち」を最も大切にするとした割合は上昇し、高校 3 年生では

「家族」、「友だち」、「自分一人の時間」が同程度となり、男女では異なる動きがみられました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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◆日頃の生活で最も大切にしていること （単一回答）

家族 友だち 勉強 部活 恋愛 自分一人の時間

 

調査結果 



                                        

 

 

～～中高生のモバイル端末所有状況～～ 

◆ ケータイ所有の中高生 4人に 3人がスマートフォンを所有、所有率最多は高校 1年生で 86.8% 

◆ タブレットの所有率は 1割半、“持ちたい”は半数近く 

全回答者（1,000 名）（※）に、携帯電話（ガラケー）とスマートフォンの所有状況を聞いたところ、《携帯電話（ガラケー）》

の所有率は 38.3%、《スマートフォン》では 75.6%となり、ケータイを所有している中高生の 4人に 3人がスマートフォンを所

有していることがわかりました。スマートフォンの所有率を学年別にみると、中学生で 77.6%、高校 1年生で 86.8%、高校 2

年生で 73.2%、高校 3年生で 64.8%となり、高校生では 1年生が最も高く、学年が上がるにつれて低くなりました。 

また、その他のモバイル端末についても所有状況を聞いたところ、《タブレット》の所有率は 15.2%、《電子書籍リーダ

ー》は 3.7%でした。タブレットについては、所有率は 1割半でしたが、46.6%は持ちたいと思っていることがわかりました。 

※本調査は、モバイルリサーチモニターに対して行っており、携帯電話（ガラケー）かスマートフォンのどちらかを持っている中高生が対象となっていま

す。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

スマートフォンの所有率は中高生の 4人に 3人の割合（75.6%）となっており、スマートフォンが中高生の必須アイテムに

なっている様子が窺えました。また、中学生の 1 割半（16.0%）、高校 1 年生の 1 割（10.8%）、高校 2 年生の 2 割（20.4%）、

高校 3年生の 3割（29.6%）は、現在持っていないものの“持ちたい”と思っており、中高生のスマートフォン所有率は、まだ

まだ高まる気配があります。 

タブレットについてみると、所有率こそ 1 割半（15.2%）にとどまっていますが、“持ちたい”と思っている割合は半数近く

（46.6%）に達しました。学校や通信教育で利用する機会が増えているといわれていますので、タブレットも今後、所有率が

上昇するのではないでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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◆モバイル機器の所有状況 （単一回答）

持っている 持っていないが、持ちたいと思う 持っておらず、持ちたいと思わない

《携帯電話（ガラケー）》

《スマートフォン》

《タブレット(iPadやNexusなど)》

《電子書籍リーダー(Kindleやkoboなど)》

 



                                        

 

 

～～中高生のメディア接触時間～～ 

◆ 男子中高生が“ケータイ・スマホでのゲーム”に割く時間 1日平均 2時間 7分 

◆ 女子中高生のインターネット利用時間 1日平均 3時間 4分 

◆ 中高生の 1日の接触平均時間 “インターネット”が“テレビ”を 36分上回る 

◆ “ケータイ・スマホでのゲーム”は中学生がピーク！？ 

全回答者（1,000名）に、1日のうちでインターネット利用やケータイ・スマホでのゲーム、テレビ視聴にどのくらい時間を

割くことが多いか聞いたところ、1日の平均時間は、《インターネットの利用》が164分（2時間44分）、《ケータイ・スマホでの

ゲーム》が105分（1時間45分）、《テレビ視聴》が128分（2時間8分）となりました。これらを男女別にみると、《インターネット

の利用》に割いている1日の平均時間は、女子が184分（3時間4分）で男子と比べ41分長くなりましたが、《ケータイ・スマ

ホでのゲーム》では男子が127分（2時間7分）で女子より44分長くなりました。 

また、学年別に《ケータイ・スマホでのゲーム》の1日の平均時間をみると、中学生が最も長く125分（2時間5分）と2時間

を超え、学年が進むにつれ短くなり、高校1年生で107分（1時間47分）、高校2年生・3年生では90分台（1時間30分台）に

なりました。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

“若者のテレビ離れ”といわれて久しくなり、また、最近では中高生のインターネット依存に関する調査結果が厚生労働

省から発表されましたが、本調査では、中高生のインターネット接触時間は 1日平均 2時間 44分、テレビの視聴時間は

同 2時間 8分となり、インターネット接触時間のほうが平均 36分長いことがわかりました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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～～中高生のコミュニケーション方法～～ 

◆ 母親とコミュニケーションをとっている中高生の 4人に 1人が母親と「LINE」 

◆ 友だちとのコミュニケーション方法 「LINE」が「ケータイ・スマホの通話・メール」を上回る 

◆ 学校の先生とも LINE！？ 学校の先生とのコミュニケーションで 5%が「LINE」を利用 

中高生のスマートフォン所有率が高いことがわかりましたが、家族や友だちなど周囲の人とのコミュニケーションには

どの程度使われているのでしょうか。それぞれの相手とコミュニケーションをとっているとした中高生に周囲の人とのコミ

ュニケーション方法を聞きました。 

まず、親とのコミュニケーション方法をみると、「直接会話」（対父親 85.5%、対母親91.6%）や「ケータイ・スマホでの通話・

メール」（対父親 54.7%、対母親 68.7%）が主な方法となっているようです。それらに続いたのは「LINE」（対父親 15.6%、対母

親 23.7%）で、母親とコミュニケーションをとっている中高生の 4人に 1人が、母親と LINEをしている結果となりました。 

次に、友だちや異性（友だち以外の）とのコミュニケーション方法をみると、「LINE」（対友だち 79.8%、対異性 62.3%）が主

な方法の 1つとなっているようで、「直接会話」（対友だち 87.9%、対異性 71.9%）に次いで高く、「ケータイ・スマホでの通話・

メール」（対友だち 71.5%、対異性 41.8%）よりも多くの中高生に利用されている方法となりました。また、「Twitter・ダイレク

トメッセージ」（対友だち 24.5%、対異性 13.3%）や「Skype」（対友だち 15.1%、対異性 5.9%）、「Facebook・メッセージ」（対友だ

ち 7.7%、対異性 3.9%）を利用しているとの回答もみられました。 

さらに、学校の先生とのコミュニケーション方法についてみると、「直接会話」（94.4%）が主な方法となっていますが、「ケ

ータイ・スマホでの通話・メール」（18.9%）や「LINE」（4.9%）との回答もみられ、多くはないものの、これらを使って学校の先

生とコミュニケーションをとっている中高生がいることがわかりました。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

“LINE疲れ”や“LINEいじめ”といった言葉が出てきており、中高生の LINE利用に関する問題も出てきていますが、母

親とのコミュニケーションでは 4人に 1人、友だちとのコミュニケーションでは 8割が「LINE」を使っており、中高生のコミュ

ニケーションにとって「LINE」は欠かせないものになっているといえるかもしれません。また、「Twitter」や「Skype」は友だ

ちとのコミュニケーションでは使われていますが大人（親や学校の先生）とのコミュニケーションではほとんど使われてい

ない方法であり、同世代と大人とのコミュニケーションで使うツールを使い分けている様子が窺えました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
◆コミュニケーション方法 （複数回答形式）

対象：それぞれの相手とコミュニケーションをとっている人
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5.5 

0% 50% 100%

異性（友だち以外の）との

コミュニケーション

【n=766】
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9.4 
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0.6 

4.9 

0.1 

0.1 

0.3 

0.9 

0.3 

1.2 

0% 50% 100%

学校の先生との

コミュニケーション

【n=882】

 



                                        

 

 

～～中高生のコミュニケーション時間～～ 

◆ 中高生の両親との 1日のコミュニケーション平均時間 父親とは 39分、母親とは 1時間 31分 

◆ 恋愛重視タイプの中高生は周囲とのコミュニケーションが活発 

続いて、全回答者（1,000 名）に、周囲の人とのコミュニケーションに 1 日でどのくらいの時間を割くことが多いか聞いた

ところ、平均時間は、《お父さんとのコミュニケーション》では 39 分、《お母さんとのコミュニケーション》ではその 2 倍以上

の 91分（1時間 31分）、《友だちとのコミュニケーション》ではさらにその 2倍以上の 187分（3時間 7分）となりました。男

女別にみると、いずれの相手においても男子よりも女子のほうが平均時間は長くなり、特に、《母親とのコミュニケーショ

ン》では 40分以上、《友だちとのコミュニケーション》では 20分以上男子より長くなりました。 

また、学年別に平均時間をみていくと、親とのコミュニケーションに割く時間は学年が進むほど短く、《父親とのコミュニ

ケーション》では中学生は 52 分、高校 1 年生以上では 30 分台になり、《母親とのコミュニケーション》では中学生が 117

分（1時間 57分）、高校生は 80分～90分程度（1年生 89分、2年生 82分、3年生 79分）になりました。さらに、生活の

重視項目タイプ別に平均時間をみると、《異性とのコミュニケーション》では恋愛重視タイプが 164分（2時間 44分）と際立

って長くなりました。恋愛重視タイプは《友だちとのコミュニケーション》でも他のタイプの中高生よりも平均時間は長く、

237分（3時間 57分）でした。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

友だちとのコミュニケーション時間が親とのコミュニケーション時間を大幅に上回り、学校にいる間や放課後の時間な

ど、多くの時間を友だちと過ごしていることや、親とのコミュニケーション時間が中学生から高校生になると大きく減少す

ることが改めてわかりました。また、恋愛重視タイプは、異性とだけではなく、友だちとのコミュニケーションでも他のタイプ

よりも多く時間を割いているようで、このタイプが活発に周囲の人と交流を図っている様子が窺えました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

39分

91分

187分

53分
36分

70分

177分

46分43分

113分

198分

59分

0分
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120分
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240分

お父さんとの

コミュニケーション

お母さんとの

コミュニケーション

友だちとの

コミュニケーション

異性（友だち以外の）との

コミュニケーション

◆1日のコミュニケーション平均時間 （単一回答の各選択肢の中間値を用いて平均を算出）

《全体+男女別》

全体【n=1000】 男子【n=500】 女子【n=500】

 

52分

117分

195分

50分35分
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47分34分
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180分

56分
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79分
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0分

60分

120分

180分

240分

お父さんとの

コミュニケーション

お母さんとの
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友だちとの
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異性（友だち以外の）との

コミュニケーション

◆1日のコミュニケーション平均時間 （単一回答の各選択肢の中間値を用いて平均を算出）

《学年別》

中学生【n=250】 高校1年生【n=250】 高校2年生【n=250】 高校3年生【n=250】

 

54分

122分

181分

46分
30分

71分

207分

51分43分
78分

165分

46分40分

97分

237分
164分

35分

87分

160分

31分

0分

60分

120分

180分

240分

お父さんとの

コミュニケーション

お母さんとの

コミュニケーション

友だちとの

コミュニケーション

異性（友だち以外の）との

コミュニケーション

◆1日のコミュニケーション平均時間 （単一回答の各選択肢の中間値を用いて平均を算出）

《生活の重視項目タイプ別》

家族重視【n=272】 友だち重視【n=321】 勉強・部活重視【n=70】 恋愛重視【n=78】 自分一人の時間重視【n=259】

 



                                        

 

 

《中高生の勉強事情》 

～～中高生の教科観～～ 

◆ 中高生の好きな教科 1位「体育」、2位「音楽」、3位「理科」 

◆ 中高生が嫌いな教科のトップ 3は主要 3教科 

◆ 中高生にとって英語は“社会に出てから役に立つと思う教科” 

これまで中高生の日常生活についてみてきましたが、勉強については、どのように感じているのでしょうか。 

全回答者（1,000 名）に、好きな教科や嫌いな教科、社会に出てから役に立つと思う教科などを聞いたところ、《好きな

教科》の 1位は「体育（保健含む）」（32.5%）、2位「音楽」（30.0%）、3位「理科」（26.4%）となりました。 

一方、《嫌いな教科》では 1位「英語」（48.4%）、2位「数学」（46.4%）、3位「国語（古文含む）」（36.5%）となりました。 

また、《社会に出てから役に立つと思う教科》をみると、1 位は 2 位以下を大きく離し「英語」（75.1%）となり、2 位は「国

語」（54.3%）、3位は「家庭科」（41.8%）でした。 

さらに、“好き”とした教科をどれくらいの割合で“得意”と回答したかをみると、「英語」では 67.4%となり、「数学」70.0%、

「国語」76.0%、「理科」67.0%、「社会」59.9%など、好きな教科と得意な教科が重複している割合が高くなりました。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

中高生の好きな教科のトップ 3 は、「体育」、「音楽」、「理科」と実際に体を動かす、歌う、実験するなど体験型で楽しさ

を感じやすい教科となり、嫌いな教科のトップ 3 は、「英語」、「数学」、「国語」と座学中心のいわゆる主要 3 教科となりま

した。また、「英語」は、“社会に出てから役に立つと思う教科”で、2 位に 20 ポイント以上離す、ダントツの 1 位となり、中

高生が英語の有用性を感じており、将来役立つ教科として捉えていることがわかりました。 

“好きこそ物の上手なれ”といいますが、好きとした教科を高い割合で得意な教科とも答えており、その教科を好きにな

ることが、得意になる近道といえるのではないでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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◆評価項目にあてはまる教科 （複数回答形式）

全回答者【n=1000】

好きな教科 嫌いな教科 社会に出てから役に立つと思う教科

英語 数学 国語

(古文含む)

理科

(生物・化学・

物理含む)

社会

(地理・歴史・

公民含む)

体育

(保健含む)

音楽 美術 家庭科

 
 

◆好きな教科と得意な教科の重複率

英語 数学
国語

(古文含む)

理科

(生物・化学・

物理含む)

社会

(地理・歴史・

公民含む)

体育

(保健含む)
音楽 美術 家庭科

英語【n=215】 67.4 31.2 28.8 20.0 22.3 28.4 31.6 16.3 12.1

数学【n=263】 21.7 70.0 16.7 35.7 15.2 20.9 22.4 12.2 14.4

国語(古文含む)【n=179】 22.9 15.1 76.0 21.2 22.3 21.8 33.0 22.3 19.6

理科(生物・化学・物理含む)【n=264】 19.7 38.6 23.5 67.0 20.1 24.2 22.3 17.0 13.6

社会(地理・歴史・公民含む)【n=227】 24.7 21.6 34.4 22.0 59.9 25.6 24.2 17.6 13.7

体育(保健含む)【n=325】 26.2 29.2 25.5 24.3 22.5 59.1 25.5 14.8 16.6

音楽【n=300】 23.3 27.0 34.3 20.0 15.3 27.0 60.7 26.0 24.3

美術【n=219】 18.3 22.4 39.3 25.1 18.3 24.7 36.5 58.9 26.5

家庭科【n=187】 17.1 25.7 34.2 25.1 12.8 25.1 39.6 31.0 44.9

（％）

好

き

な

教

科

得意な教科

 



                                        

 

 

～～中高生の語学関連の考え・気持ち～～ 

◆ “小学校の教科に“英語”があって欲しかった” 中高生の 57.1%が同意 

◆ “海外留学したい”3割、“海外大学に進学したい”1割 

◆ “社内公用語は怖くない”4人に 1人 

全回答者（1,000名）に、語学関連の項目を提示し、あてはまるかどうか聞きました。 

今年 5 月に政府は教育再生実行会議第 3 次提言の中に“小学校英語の教科化”や“中学校における英語による英語

授業の実施”に関する内容を盛り込みましたが、《小学校の教科に“英語”があって欲しかった》に対する中高生の同意

率（「非常にあてはまる」と「ややあてはまる」の合計、以下同様）は 57.1%、学年別にみると、最も同意率が低かった中学

生でも半数以上の 52.0%が同意を示し、学年が進むにつれ高くなりました。また、《中学校の“英語”の授業は、英語で行

って欲しい(欲しかった)》に対する同意率は 39.2%でした。 

留学や海外大学入学についても聞いたところ、《将来的に海外留学をしたい》では 31.4%、《大学に進学するなら“海外

の大学”に進学したい》では 9.8%の同意率でした。 

さらに、社会人になってからの社内公用語について聞いたところ、《将来、社内公用語が英語の会社に入社することは

怖くない》は 23.2%となりました。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

“小学校英語の教科化”が話題になりましたが、現在の中高生の半数以上が《小学校の教科に“英語”があって欲しか

った》と思っており、英語教育の早期化に対する賛成派が多くなりました。小学校英語が教科化された場合でも、苦手意

識を持ってしまうような教え方ではなく、楽しく英語を学び、英語が好きになるような教え方が必要なのではないでしょう

か。そのような教育であれば、英語嫌いの中高生の減少や海外に興味を持つ中高生の増加、さらには、海外留学希望

者や海外大学進学希望者、英語が社内公用語の会社を恐れない学生の増加が見込めるのかもしれません。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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全体【n=1000】
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高校1年生【n=250】
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全体【n=1000】

中学生【n=250】
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全体【n=1000】
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高校3年生【n=250】

◆語学関連の考え・気持ち （単一回答）

※「非常にあてはまる」と「ややあてはまる」の合計

《全体+学年別》

《小学校の教科に“英語”があって欲しかった》

《中学校の“英語”の授業は、英語で行って欲しい(欲しかった)》

《将来的に海外留学をしたい》

《大学に進学するなら“海外の大学”に進学したい》

《将来、社内公用語が英語の会社に入社することは怖くない》

 



                                        

 

 

～～中高生の勉強の悩み～～ 

◆ 中高生の9割が日頃の勉強に悩みあり 

◆ 勉強における悩み 1位“やる気が出ない”が 8割、“勉強についていけない”は 4人に 1人 

次に、全回答者（1,000名）に、日頃の勉強における悩みを聞いたところ、悩みはないとしたのは 10.2%と 1割にとどまり、

9割（89.8%）は何かしらの悩みを抱えていることがわかりました。それでは、どのような悩みを抱えているのでしょうか。 

最も多かったのは「勉強のやる気が出ない」で 77.7%と際立って高くなり、次いで「勉強以外にもやりたいことがある」

（52.1%）、「勉強方法がわからない」（39.2%）、「勉強についていけない」（26.1%）、「勉強してもテストの点数が伸びない」

（24.8%）、「何のために勉強しているのかわからない」（23.3%）が続きました。 

生活の重視項目タイプ別にみると、勉強・部活重視タイプでは「部活との両立が難しい」が 38.7%と 4 割となり、全体に

比べ高くなりました。 

～～【コメント】～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

勉強に悩みがあると回答したのは 9 割と、ほとんどの中高生が何かしらの勉強の悩みを抱えており、その悩みの多く

が“やる気がでない”、“他にやりたいことがある”、“なんのためかわからない”といった『勉強と向き合えない』ことや、“つ

いていけない”、“勉強しても点数が伸びない”といった『成績』に関することでした。 

また、勉強・部活重視タイプの中高生では、3人に 1人が『部活との両立』の難しさを感じていることがわかりました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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◆日頃の勉強における悩みがある割合

《全体+学年別》
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学

年
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77.7 

52.1 

39.2 

26.1 

24.8 

23.3 

19.9 

19.3 

15.5 

15.3 

7.7 

3.2 

1.3 
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67.7
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30.6

17.7
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24.2
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6.5
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0.0

0% 50% 100%

勉強のやる気がでない

勉強以外にもやりたいことがある

勉強方法がわからない

勉強についていけない

勉強してもテストの点数が伸びない

何のために勉強しているのかわからない

勉強する時間が確保できない

親が勉強しなさいとうるさい

周囲からの期待がプレッシャーに感じる

部活との両立が難しい

学校の先生が勉強しなさいとうるさい

習い事との両立が難しい

塾・予備校や家庭教師の先生が勉強しなさいとうるさい

その他

◆日頃の勉強における悩み （複数回答形式）

対象：悩みがあるとした人

全体【n=898】

勉強・部活重視タイプ【n=62】

 



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 株式会社 GABA  

「G a b aマンツーマン英会話」、「G a b aこどもマンツーマン英会話（通称：Gaba kids）」の名称で、マンツーマン専門の英

会話スクールを運営しています。マンツーマンの特長を生かし、グループレッスンでは困難な受講生一人ひとりの レベ

ルやニーズに合わせた個別カリキュラムを提供しています。 

 

お客様お問い合わせ先： Gaba マンツーマン英会話 （0120）286-815 （受付時間 10：00～22：30）www.gaba.co.jp 

 

私たちは大胆不敵な人生目標に挑む人々を応援します。 

Helping people achieve their most audacious life goals 

 

■■調査概要■■ 
 

■調査タイトル：中高生の日常生活と勉強に関する調査 

 
■調査対象：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

全国の中高生男女 
 
■調査期間：2013年9月4日～9月9日 
 
■調査方法：モバイルリサーチ 
 
■調査地域：全国 
 
■有効回答数：合計1,000名（有効回答から各性・学年が均等になるように抽出） 
（中学生：男女各125名/高校1年生：男女各125名/高校2年生：男女各125名/高校3年生：男女各125名） 
 

■協力調査会社：ネットエイジア株式会社 

■■報道関係者様へのお願い■■ 
 

本リリース内容の転載にあたりましては、 

「英会話のGaba調べ」と記載頂けますよう、お願い申し上げます。 

 


